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【調査目的】

【調査対象】

【調査実施期間】

【調査方法】

【意識調査実施に当たっての留意事項】
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8 　調査実施により生徒の体調に不良が生じた場合などを想定した、養護教諭などによる支援をお

願いしました。

　学校からは調査を実施する生徒に調査票及び封筒を配布していただきました。

　記入時間はおよそ10分間とし、テストと同じ形式（まわりの人と相談したり、まわりの人の

回答をみたりしないこと。）で実施するよう学校に依頼しました。

１　調査概要

　学校には調査内容に関する質問には一切答えないよう依頼しました。（用語の意味を知らない

ということも含めての調査です。）

　調査終了後には、必ず生徒に「正解シート」及びリーフレット「知っておきたいエイズ・性感

染症のこと」を配布するよう依頼しました。

　青森県内の高校生に対し、エイズ・性感染症に関する知識等の意識付けを図るとともに、今後の

施策の参考とするため、エイズ・性感染症に対する知識、態度及びリスク行動等についての調査を

実施するものです。

　アンケート形式による（全20問。多肢選択式）

　必要部数の調査票及び調査票封入用封筒を県保健衛生課から各高校へお送りしました。調査終

了後は、調査票は封筒に封印したまま、県保健衛生課へ返送いただきました。

　青森県内の高校生（第２学年）

　令和５年７月～９月

　記入が終わったら、本人に記入後の調査票を封筒へ入れさせ、封筒に封をさせるよう依頼しま

した。

　学校関係者の点検が入ると、正直な回答が出にくくなるため、学校では内容の確認（封筒の開

封）は決して行わないよう依頼しました。
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9,408名

8,404名　　　　　　　　　　　　　　

問１　あなたの性別を教えてください

（人）

１．男子 4,120

２．女子 4,055

３．答えたくない 214

無回答・無効回答 15

合計 8,404

２　令和５年度における調査結果

【調査協力高校数】

【調査対象生徒数】

【調査回答生徒数】

【各設問に対する回答】

県内高校　64校（全73校中）

　※73校内訳：県立54校（定時制及び通信制含）、私立校（通信制含）、 高等専門学校1校

　※73校中3校は、第2学年の在校生なし。
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１．男子
49.0%

２．女子
48.3%

３．答えたくない
2.5%

無回答・無

効回答
0.2%

n=8,404



（合計）
合計 （人）

979

1,746

1,708

1,580

1,201

977

213

8,404

（男子のみ）
男子のみ （人）

607

890

815

730

534

436

108

4,120

（女子のみ）
女子のみ （人）

316

805

856

826

638

525

89

4,055

（答えたくない）

答えたくない （人）

56

48

32

23

27

16

12

214合計

合計

１．6個（すべて知っている）

２．５個

３．４個

４．３個

５．２個

６．１個

７．０個

７．０個

１．6個（すべて知っている）

２．５個

３．４個

４．３個

５．２個

６．１個

１．6個（すべて知っている）

２．５個

３．４個

４．３個

５．２個

６．１個

７．０個
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問２　次の病気は、すべて性感染症（※）です。あなたが知っている性感染症はどれですか。

７．０個

５．２個

６．１個

合計

合計

１．6個（すべて知っている）

２．５個

３．４個

４．３個

11.6% 20.8% 20.3% 18.8% 14.3% 11.6%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６個 ５個 ４個 ３個 ２個 １個 ０個

14.7% 21.6% 19.8% 17.7% 13.0% 10.6%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６個 ５個 ４個 ３個 ２個 １個 ０個

7.8% 19.9% 21.1% 20.4% 15.7% 12.9%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６個 ５個 ４個 ３個 ２個 １個 ０個

26.2% 22.4% 15.0% 10.7% 12.6% 7.5%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６個 ５個 ４個 ３個 ２個 １個 ０個



（合計）

問 正解 正答率

1 正しい 80.1%

2 正しい 88.8%

3 正しい 84.2%

4 正しい 67.2%

5 正しい 59.9%

6 正しい 56.5%

7 正しくない 39.2%

8 正しい 76.5%

9 正しくない 47.3%

10 正しい 27.4%

11 正しい 90.1%

12 正しくない 47.7%

13 正しい 28.0%

14 正しい 40.5%

15 正しい 76.8%

16 正しい 67.6%

問３　次の情報は正しいと思いますか、正しくないと思いますか。お答えください。　

質問内容

青森県内では、10代で性感染症にかかっている人がいる。

性感染症の中には、症状が出ない時期があったり、一度出た症状が消えたりするため、感染

していても気が付かないものがある。

性感染症の中には、治療しないでいると、男性は無精子症、女性は不妊症の原因になるもの

がある。

性感染症の中には、妊娠中の女性が感染した場合、生まれてくる赤ちゃんに感染するものが

ある。

エイズとは、HIV（エイズの原因となる病原体）に感染し、放置すると、少しずつ免疫が低

下し、健康な人が発症しないような病気やがんなどを発症することをいう。

HIVに感染した人と同じお皿の料理を食べても、感染することはない。

HIVに感染した人が使用したトイレを使うと、感染することがある。

HIVに感染してからエイズを発症するまでの間、自覚症状がない時期が何年もある。

HIVに感染した場合、効果的な治療法はない。

HIVに感染したら、一生涯、薬を飲み続けなければならない。

性行為によるHIVの感染を予防するには、コンドームを使用することが効果的である。

ピル（経口避妊薬）の服用は、HIV感染や性感染症の予防になる。

HIVに感染しているかどうかを調べるには、性行為の後、２～３か月の期間をあけてから検

査をしないと正しい結果がでない。

性感染症になったら、HIVにも感染しやすい。

HIV（エイズ）を含む性感染症について心配なことがあれば、県内すべての保健所に相談す

ることができる。

日本中どこの保健所でも、匿名かつ無料でHIV（エイズ）検査を受けることができる。
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：最も正答率が高い ：最も正答率が低い
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（再掲）男女別正答率

問 男子 女子 答えたくない

1 80.0% 80.5% 74.8%

2 87.0% 90.9% 84.6%

3 81.4% 87.4% 79.0%

4 68.3% 66.2% 65.9%

5 65.5% 54.4% 58.9%

6 54.4% 58.9% 50.0%

7 41.8% 36.9% 31.3%

8 75.7% 77.6% 72.4%

9 46.8% 48.3% 39.3%

10 29.8% 24.8% 31.3%

11 91.8% 89.0% 79.4%

12 49.5% 46.2% 43.5%

13 30.4% 25.1% 33.6%

14 41.6% 39.3% 40.7%

15 78.4% 75.7% 68.2%

16 70.9% 64.4% 64.5%

質問内容

青森県内では、10代で性感染症にかかっている人がいる。

性感染症の中には、症状が出ない時期があったり、一度出た症状が消えたりするため、感染

していても気が付かないものがある。

性感染症の中には、治療しないでいると、男性は無精子症、女性は不妊症の原因になるもの

がある。

性感染症の中には、妊娠中の女性が感染した場合、生まれてくる赤ちゃんに感染するものが

ある。

エイズとは、HIV（エイズの原因となる病原体）に感染し、放置すると、少しずつ免疫が低

下し、健康な人が発症しないような病気やがんなどを発症することをいう。

HIVに感染した人と同じお皿の料理を食べても、感染することはない。

HIVに感染した人が使用したトイレを使うと、感染することがある。
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HIVに感染してからエイズを発症するまでの間、自覚症状がない時期が何年もある。

HIVに感染した場合、効果的な治療法はない。

HIVに感染したら、一生涯、薬を飲み続けなければならない。

性行為によるHIVの感染を予防するには、コンドームを使用することが効果的である。

ピル（経口避妊薬）の服用は、HIV感染や性感染症の予防になる。

HIVに感染しているかどうかを調べるには、性行為の後、２～３か月の期間をあけてから検

査をしないと正しい結果がでない。

性感染症になったら、HIVにも感染しやすい。

HIV（エイズ）を含む性感染症について心配なことがあれば、県内すべての保健所に相談す

ることができる。

日本中どこの保健所でも、匿名かつ無料でHIV（エイズ）検査を受けることができる。

：最も正答率が高い ：最も正答率が低い
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問４　あなたは、高校生が性行為を行うことをどう思いますか？

（合計）
合計 （人）

36.9% 3,104

23.0% 1,933

17.0% 1,432

12.2% 1,027

10.6% 889

0.2% 19

8,404

（男子のみ）
男子のみ （人）

45.4% 1,869

21.8% 899

13.4% 553

9.3% 383

9.9% 407

0.2% 9

4,120

（女子のみ）
女子のみ （人）

27.8% 1,129

24.7% 1,001

21.2% 858

15.2% 617

11.0% 445

0.1% 5

4,055

（答えたくない）
答えたくない （人）

48.1% 103

14.5% 31

8.9% 19

12.1% 26

15.4% 33

0.9% 2

214

１．かまわないと思う

２．どちらかというとかまわないと思う

５．わからない

無回答・無効回答

合計

１．かまわないと思う

２．どちらかというとかまわないと思う

１．かまわないと思う

５．わからない

無回答・無効回答

合計

２．どちらかというとかまわないと思う

３．どちらかというとよくないと思う

４．よくないと思う

３．どちらかというとよくないと思う

４．よくないと思う

３．どちらかというとよくないと思う

４．よくないと思う

５．わからない

無回答・無効回答

合計

１．かまわないと思う

２．どちらかというとかまわないと思う

３．どちらかというとよくないと思う

４．よくないと思う

５．わからない

無回答・無効回答

合計
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１．かまわないと思う
36.9%

２．どちらかというとかま

わないと思う…

３．どちらかというとよくな

いと思う…

４．よくない

と思う
12.2%

５．わからない
10.6%

無回答・無効回答…

n=8,404

１．かまわないと思う
45.4%

２．どちらかというとかま

わないと思う
21.8%

３．どちらかというとよくな

いと思う…

４．よくないと思

う…

５．わからない…
無回答・無効回答

0.2%

n=4,120

１．かまわないと思う…

２．どちらかというとかま

わないと思う…

３．どちらかというとよくない

と思う
21.2%

４．よくないと思う
15.2%

５．わからない…
無回答・無効回答

0.1%

n=4,055

１．かまわな

いと思う
48.1%

２．どちらかという

とかまわないと思う
14.5%

３．どちらか

というとよく

ないと思う
8.9%

４．よくない

と思う
12.1%

５．わからない
15.4%

無回答・無

効回答
0.9%

n=214



問５　将来、あなた自身が性感染症にかかることがあると思いますか？

（合計）

合計 （人）

12.9% 1,083

29.2% 2,457

24.5% 2,056

1.8% 150

31.4% 2,638

0.2% 20

8,404

（男子のみ）
男子のみ （人）

14.9% 615

30.2% 1,245

22.3% 918

2.0% 83

30.3% 1,249

0.2% 10

4,120

（女子のみ）
女子のみ （人）

10.2% 414

29.0% 1,175

27.1% 1,097

1.4% 55

32.3% 1,310

0.1% 4

4,055

（答えたくない）
答えたくない （人）

23.4% 50

15.9% 34

18.7% 40

5.1% 11

35.5% 76

1.4% 3

214

１．まったくないと思う

２．あまりないと思う

３．ありそうだと思う

４．かなりあると思う

５．わからない

無回答・無効回答

合計

１．まったくないと思う

２．あまりないと思う

無回答・無効回答

合計

１．まったくないと思う

２．あまりないと思う

３．ありそうだと思う

２．あまりないと思う

３．ありそうだと思う

４．かなりあると思う

無回答・無効回答

合計

１．まったくないと思う

合計

４．かなりあると思う

５．わからない

５．わからない

無回答・無効回答

8

３．ありそうだと思う

４．かなりあると思う

５．わからない

１．まったくないと思う
14.9%

２．あまりないと思う
30.2%

３．ありそうだと思う
22.3%

４．かなりあ

ると思う…

５．わか

らない
30.3%

無回答・無効回答
0.2%

n=4,120

１．まったくないと思う
10.2%

２．あまりないと思う
29.0%

３．ありそうだと思う
27.1%

４．かなりあ

ると思う
1.4%

５．わからな

い…

無回答・無効回答
0.1%

n=4,055

１．まったくないと思う
12.9%

２．あまりないと思う
29.2%

３．ありそうだと思う
24.5%

４．かなりあ

ると思う
1.8%

５．わからない
31.4%

無回答・無効回答…

n=8,404

１．まったく

ないと思う
23.4%

２．あまりな

いと思う
15.9%

３．ありそ

うだと思…

４．かなりあ

ると思う
5.1%

５．わからな

い
35.5%

無回答・無

効回答
1.4%

n=214



３　参考資料

・「令和5年度青森県内高校生（全日制・定時制・通信制）の

エイズ・性感染症に対する意識調査」調査票

・正解シート

・リーフレット「知っておきたいエイズ・性感染症のこと」

・生徒への説明上の注意点
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「令和５年度青森県内高校２年生（全日制・定時制・通信制）のエイズ・性感染症に対する意識調査」
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